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営上の課
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社会に開かれ
た教育課程へ

の対応

コミュニティ・スクール導入等を
背景に、多くの学校が社会に開
かれた教育課程の実現に向
け、地域と学校の連携・協働の
体制構築が必要と考える一方
で、体制構築に向けては、教員
の負担増加等の懸念がある。
また、コロナ禍で地域との関係
が希薄化し、関係の再構築が
難しいなどの意見がある。

・地域学校協働活動
の実施に当たり、教員
の負担軽減に資する
取組となるよう、活動
の中核的な人材を配
置するべく、地域コー
ディネーターの、地域
学校協働活動推進員
への移行に向けたモ
デル検証を実施した。
・地域と協働した教育
活動を進めていくこと
を目的に、教育課程
内において、地域の力
を生かした学びや体
験の機会等の提供を
図った。
・主に事業未実施校
向けに研修会を開催
し、計109校159人の
参加があるなど地域と
の連携について前向
きに捉え、事業への関
心を高める機会となっ
た。

・昨年度のモデル検証を踏まえ、令和６年
度のコミュニティ・スクール導入校を中心
に現在の地域コーディネーター等を地域
学校協働活動推進員として委嘱する（７
校配置予定）。
・コロナ禍で、地域との関係が希薄化して
いる学校を主な対象として、活動をきっか
けとした地域とのつながりづくりを支援す
るため、チラシの作成や研修会の開催等
により本事業の活用について積極的な周
知を図る。

地域学校協働活動推進員等が、
教育課程内における活動の調整
等を担うことで、学校の負担軽減
に寄与する。

地域と協働した教育
活動を進めていくこと
を目的に、地域学校
協働活動推進員等
（地域コーディネー
ター含む）が、教育課
程内における活動に
おいて活用された学
校数。

27 校 62
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